
■8月号No72（一般）
┏┏┏┏┏┏┏┏┏┏┏┏┏┏┏┏┏┏┏┏┏┏┏┏┏┏┏┏┏┏┏┏┏┏┏

　　　北方建築総合研究所　　ＮＥＷＳ　ＬＥＴＴＥＲ

　　　北方かわらばん
　　　Mail Magazine VOL.72 2015/8/19

┏┏┏┏┏┏┏┏┏┏┏┏┏┏┏┏┏┏┏┏┏┏┏┏┏┏┏┏┏┏┏┏┏┏┏

「北方かわらばん」は、地方独立行政法人　北海道立総合研究機構　建築研究
本部　北方建築総合研究所（旧・北海道立北方建築総合研究所）が発行してい
るメールマガジンです。
このメールが不要な方は、お手数ですが【管理者からのお知らせ】に掲載して
いるメールアドレスにご連絡ください。このメールアドレスは配信専用のため
返信できませんのでご了承ください。

※ＭＳゴシックなどの等幅フォントでご覧ください。
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　　　今月号のトピックス
〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓

第７２号の内容はこちらです。

■ひとことエッセイ「おかげさん」

■研究紹介
「木造住宅の構造性能評価のための勾配屋根の面内せん断耐力に関する研究」
　
■最近の研究所の動き

　□カルチャ－ナイト2015に参加しました
  □サイエンスパ－クに出展しました
　□第１四半期の業務報告
　□構造計算適合性判定センタ－から

〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓
　　　ひとことエッセイ「おかげさん」
〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓

ちょっと前のＧＷに、相田みつを展に出かけたせいか、それとも、年を取った
せいなのか、最近、この言葉を見聞きすると、なんだか「ホッ」とした気持ち
にあることがしばしばあります。

人それぞれでしょうが、若い頃は何でも一人でできたような気になっていたも
のです。もっと言うと、様々な人の助けがあってできたことも、いつのまに
か、自分一人でできたような気になっていたものです。

仏教では、「最も不幸な人は『感謝』の心のない人」であるとの教えがあるそ
うです。
また、かの松下幸之助氏は、晩年、「事業に成功した要因」を聞かれ、『自分
に学問がなく、身体が弱かったこと。そのため、社員の誰もが自分より偉く見
えたし、安心して仕事を任せることができたこと。』と答えたことがあったそ
うです。
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しかしながら、ふと自分を顧みてみると、愚痴を言ったり周りに不平をいだい
たり、周りから助けてもらっていることもあたりまえのように思っていたりす
ることがあるように思います。

まだまだ、「おかげさん」の域には達していないようですが、こういうことを
思えるようになってきたことは、遅まきながら成長の一環でもあると前向きに
捉えて考えよう。

まあ、あまり肩肘張らずに、妻や家族に「おかげさん」、友人・隣人にも「お
かげさん」、仕事仲間にも「おかげさん」の気持ちで心穏やかに過ごしていき
たいものです。

追記：一気に書き終えた後、読み返してみて、ちょっとジジくさい感じを持ち、
「そういう年代になってきたのかと、心穏やかに非ず」な気持ちです。
（＞_＜）

（構造判定部　倉増）

〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓
　研究紹介「木造住宅の構造性能評価のための勾配屋根の面内せん断耐力に
　　　　　　関する研究」
〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓

木造住宅の耐震設計では、「耐力壁」が耐震要素の主役となります。近年では、
開放的な間取りとするために、耐力の大きな壁も使われるようになってきまし
たが、住宅の耐震設計において耐力壁が主役となるためにはいくつかの条件が
あります。その中の一つが、床や屋根などの「水平構面」によって、離れて配
置されている耐力壁が一体化されていることです。離れて配置されている耐力
壁を一体化するためには、相応の構造耐力（面内せん断耐力）が水平構面に確
保されている必要があり、その耐力に応じて耐力壁の配置の自由度を高めるこ
ともできます。しかしながら、床構面の構造性能の明確化は進んでいるものの、
勾配屋根については、構造性能値が明確になっている構造仕様は非常に限られ
ているのが現状です。このような状況に鑑みて、危険な破壊形態とならずに面
内せん断耐力を確保・向上できる勾配屋根の構造仕様を提案することを目的と
して、(一社)北海道建築技術協会に設置された特定専門研究委員会と連携を図
り、本年度から受託研究として取り組んでいるのが本研究です。

本研究では、道内木造住宅の設計者ニーズに基づく構造仕様の勾配屋根の面内
せん断耐力を実験的に明らかにし、構造設計や耐震診断に活用できる構造性能
指標値を示します。構造仕様の検討に際しては、木構造を室内へあらわすこと
のできる登り梁形式の勾配屋根も対象としています。また、接合具に関しては、
JIS釘だけでなく、当所で開発した耐震断熱改修技術において有効性を発揮し、
中大規模木造建築物において汎用的な接合具として用いられている「木ねじ」
も対象としています。本研究の成果により、木造設計者や工務店が、設計根拠
を持ちながら火打ちの削減を図ったり、耐力壁の配置の自由度を高めた空間を
ユーザーへ提案することができるようになることを支援すると共に、本研究を
通して得られる知見・ニーズを今後の研究へと生かしてゆきたいと考えていま
す。

（建築技術Ｇ  植松）
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　　最近の研究所の動き
〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓

■カルチャ－ナイト2015に参加しました

海の日の三連休を控えた7月17日(金)、札幌市内の様々な施設を夜間解放して、
「カルチャ－ナイト2015」が開催されました。“カルチャ－ナイト”とは、
北欧が発祥の地で、普段は、日中しかみることのできない公共施設や文化施設、
民間施設を夜間開放し、市民が地域の文化を楽しむ行事です。各施設がもって
いる専門分野や特色を生かしたプログラムをその日のために提供します。
北総研からは建築技術グル－プの植松主査が「あなたの住まいを守ります～リ
フォ－ムによる地震に強くて省エネな家づくり」と題し、道総研本部の北海道
総合研究プラザで北区の住民の方々も参加し、アットホ－ムな雰囲気の中、講
演が行われました。
「木造住宅の耐震と断熱を同時に行う改修には、いろいろなメリットがありま
す。」「わが家は地震に耐えられるのか、耐震診断のポイントを確認しましょ
う。」「道などで実施している無料の耐震診断も活用しましょう。」等々、参
加者は講師の具体的でわかりやすい説明に、専門的な内容にも熱心に耳を傾け
るとともに、外張り断熱改修や地震発生時の実験映像の動画などに真剣に見入
っており、耐震断熱改修の効果や地震に備えることの大切さがＰＲされたセミ
ナ－となりました。

■サイエンスパ－クに出展しました

８月５日（水）に札幌市赤れんが庁舎や札幌駅前通地下歩行空間で、今年も
「サイエンスパ－ク」が開催されました。このイベントは、小学生を対象と
した「子どものための科学の祭典」として夏休みに科学技術を楽しみながら
体験し、学ぶ機会を提供するものです。
北総研では、チカホの展示コ－ナ－に「つなげよう！夢のまちマップ」を出
展しました。子ども達に未来のまちを想像しながら折り紙やマジックを使っ
て小さな地図を作ってもらい、それを繋げて大きなひとつの地図を作成し、
まちがどのように出来上がっているのかを実感してもらうものです。今年は
新しい取組として、従来の『ひとりコ－ス』に加え、『グル－プコ－ス』を
設け、子供たちが相談しながらまちづくりに取組むことができるエリアをつ
くりました。
当日は夏休み中の小学生がたくさん訪れ、順番待ちができるほどの大盛況と
なりました。札幌の最高気温が35℃近くになる暑い日で、チカホも相当な蒸
し暑さでしたが、子供たちは「町長さんからのお願い」や「自分が住みたい
将来のまち」を思い描き、友達やきょうだい、家族と話し合いながら一生懸
命描いてくれました。完成した地図は北総研ＨＰからご覧になれます。

午前に完成した全体地図はこちらから
http://www.hro.or.jp/list/building/research/nrb/koho/event/yumenomachigozen.jpg
午後に完成した全体地図はこちらから
http://www.hro.or.jp/list/building/research/nrb/koho/event/yumenomachigogo.jpg

（企画課　盛永）

※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※

■【四半期業務報告】
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平成２７年４～７月の受付件数

□依頼試験（担当：性能評価課）
依頼試験　２９件
設備使用　１０件
性能評価　　９件

□施設見学（担当：企画課）
件数　　　１３件
人数　　１０６名

□技術相談（担当：企画課）
件数　　　４８件

■【構造計算適合性判定センターから】 

□７月の判定業務
受付　　　　７件（１０棟）
結果通知　１５件（１６棟）

７月の判定依頼は、工場・倉庫等２件、事務所１件、病院１件、共同住宅２件、
その他でした。

総判定日数（受付から結果通知までの期間）の平均日数は３８．６日（前月比
＋７日程度増）、実判定日数（設計者の修正期間を除く実際の審査期間）の平
均日数は９．０日（前月比同程度）でした。

７月の依頼棟数は昨年度と比較すると３割程度（図書付事前相談を含めると４
割）となりました。これは６月１日施行の建築基準法一部改正によって 設計
ルート２の建物に適合性判定が必ずしも必要ではなくなったこと、及びルート
３に付属するルート１建物は適合性判定を要しなくなったことの影響が大きい
と考えています。なお本年度７月期の判定依頼についてはすべてルート３の建
物となっています。

７月期について実判定日数は同程度であったのに比べ、総判定日数は一週間ほ
ど長期化した結果となっています。申請者の皆様におかれましては申請図書の
提出前の整合確認や速やかな補正をお願い申し上げます。

６月１日の建築基準法一部改正から約２ヶ月が経過していますが、申請手続に
関する問合せが未だに続く状況です。当センターでは申請がより円滑に進むよ
うに近日中に申請書の記載例をＨＰからダウンロードできるように手続きを進
めております。一方ホームページの更新が十分に浸透しておらず、申請書一式
がどこから入手できるかを問われることも多く、ブックマークの更新などを呼
びかけているところですが、当判定センターへの適合性判定の申請について不
明な点がございましたら御連絡お願い申し上げます。

（構造判定Ｇ　本間） 
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　　　管理者からのお知らせ
＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝

アドレスを登録した覚えのない方は、お手数ですが下記の各種お問い合わせ専
用アドレス宛てにメールにてお知らせください。
登録内容の変更や配信停止は、下記のアドレスをクリックしていただき、ホー
ムページ上で手続きを行ってください。クリックしても正しく表示されない場
合は、アドレスをコピーしてブラウザに貼り付けてご利用ください。
メールアドレスの変更、配信停止の手続きを行ったにもかかわらず、行き違い
により配信される場合がございますので、ご了承ください。

■購読申込・変更・配信停止はこちら
　https://www.hro.or.jp/cgi-bin/mail/index.php?id=hokusoken_n
変更・配信停止の場合は、ご意見、ご質問欄に「変更」または「配信停止」と
記載してください。

■各種お問い合わせメールフォーム
　https://www.hro.or.jp/cgi-bin/mail/index.php?id=hokusoken_q

ご登録いただいた情報は、メールマガジンの配信及びイベント情報の配信を目
的として利用し、それ以外の目的に使用することはありません。

───────────────────────────────────
発行：（地独）北海道立総合研究機構　建築研究本部　北方建築総合研究所
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